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巻 　 頭 　 言

石
井
菊
次
郎
の
同
盟
論	

戸
部
良
一

　

戦
前
に
駐
仏
大
使
、
外
相
、
駐
米
大
使
、
枢
密
顧
問
官
等
を
歴
任
し
た
石
井
菊
次
郎
は
、
外
交
の
第
一
線
を

退
い
た
後
、
外
交
官
と
し
て
の
自
ら
の
経
験
と
外
交
史
の
研
鑽
に
基
づ
い
て
『
外
交
餘
録
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三

〇
年
）
と
題
す
る
日
本
外
交
論
を
上
梓
し
た
。
そ
の
な
か
に
軍
事
同
盟
を
論
じ
た
一
章
が
あ
る
。
石
井
に
よ
れ
ば
、

同
盟
と
は
、
横
浜
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
ま
で
（
当
時
は
言
う
ま
で
も
な
く
海
路
）
同
行
す
る
二
人
の
旅
客
が
、
途
中
ど
ち

ら
か
一
方
が
強
盗
や
悪
漢
に
襲
わ
れ
た
場
合
、
他
の
一
方
は
こ
れ
を
助
け
て
共
同
抵
抗
す
る
、
と
い
う
約
束
を
し

た
も
の
に
似
て
い
る
。
強
盗
や
悪
漢
に
襲
わ
れ
な
い
限
り
、
二
人
の
間
に
何
ら
特
別
の
関
係
は
な
い
。
マ
ル
セ
イ

ユ
到
着
後
は
、
無
関
係
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
盟
国
間
に
親
密
な
「
親
類
関
係
」
を
見
よ
う
と
す
る
の
は
、

「
同
盟
の
実
際
に
迂
遠
な
る
謬
見
で
あ
る
」
と
石
井
は
言
う
。

　

こ
の
よ
う
に
同
盟
を
ド
ラ
イ
に
見
る
石
井
は
、
同
盟
義
務
不
履
行
の
問
題
を
深
刻
に
捉
え
た
。「
同
盟
条
約
成

功
の
為
に
は
双
方
が
之
に
満
足
し
て
、
双
方
が
之
を
誠
実
に
守
る
の
決
意
あ
る
を
必
要
条
件
と
す
る
」
と
彼
は
述

べ
る
。
こ
の
点
で
、
日
英
同
盟
は
最
良
の
同
盟
で
あ
っ
た
と
石
井
は
評
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
入
っ

て
日
独
同
盟
論
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
石
井
は
そ
れ
を
鋭
く
批
判
し
た
。
石
井
は
、
当
時
の
国
際
政
治

の
形
勢
か
ら
、
日
独
接
近
に
反
対
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
だ
が
、
ド
イ
ツ
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
以

来
、
国
際
的
な
約
束
を
無
視
し
、
締
約
相
手
国
を
自
国
の
利
益
の
た
め
に
操
縦
し
よ
う
と
す
る
不
実
な
同
盟
国
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
国
民
性
と
行
跡
を
有
す
る
ド
イ
ツ
と
同
盟
を
結
ぶ
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と
石
井
は
論
じ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
石
井
が
厳
し
く
非
難
し
た
の
は
一
九
三
八
年
九
月
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
で
あ
る
。
石
井
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ

ン
ス
は
チ
ェ
コ
に
対
す
る
同
盟
に
違
反
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
。
対
独

宥
和
に
よ
る
平
和
は
「
チ
ェ
コ
見
殺
の
平
和
で
は
な
い
か
」
と
石
井
は
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
同
盟
義
務
不
履
行

の
事
例
か
ら
、
石
井
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
。
も
し
同
盟
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
ら
自
力
自
衛
に
勤
し
ん
で

い
た
は
ず
な
の
に
、
不
実
な
国
と
同
盟
を
結
ん
で
い
た
が
た
め
に
、
約
束
さ
れ
た
援
助
を
空
頼
み
に
し
て
、
致
命

的
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
、
と
。「
恐
る
べ
き
は
空
虚
な
る
国
際
同
盟
で
あ
る
」（『
石
井
菊
次
郎

遺
稿 

外
交
随
想
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
六
七
年
）。 
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）


